
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パン  

★毎週月曜日 (変更することもあります) 

★小麦粉使用量 通常：８０ｇ  小型：６０ｇ 

★パンの種類  食パン・黒糖パン・味付けパン・バターパン・ミルクパンなど 

★小麦粉は１等粉を使用し、うち京都府産を２０％含んでいます。 

きなこ揚げパンなどの揚げパンは、給食センターで揚げて作ります。 

 

ごはん  

★週４回 精白米使用量 １００ｇ 

★お米は城陽市産・山城産「ヒノヒカリ」を使用しています。 

★「麦ごはん」の日は、麦を１０％含んでいます。 

牛乳 

★毎日 1本（２００ｍｌ 紙パック入り ストローを使って飲みます） 

★アレルギーなど体質が理由で牛乳を飲用しない生徒については、学校長宛に 

飲用牛乳の辞退を申請し、学校長が必要と認めた場合は牛乳を停止できます。 

おかず 

★献立は給食センターで作成した原案をもとに、学校給食センター運営委員会の 

献立部会で決定されます。 

 

★牛肉はＢＳＥ検査済み証明書付きのものを使用しています。 

鶏肉は産地証明書付きのものを使用しています。 

 

 

 

 

 

 

 

★毎月、給食で使用する加工食品の原料名と割合を記載した「加工食品の配合割合表」

を 

令和５年（2023 年） ４月 

城陽市立学校給食センター 中学校

  

できるかぎり素材から 

調理しています 

安心・安全な物資を

使用しています 

旬の食材や、城陽産の 

食材を使用しています 

食中毒予防に気をつけて、

温度管理しています 

卵およびエビアレルギー 

対応給食を実施しています 

ご入学、ご進級おめでとうございます。新入生のみなさんは新しい学校の始まりに、在

校生のみなさんは学年が一つ上がり心機一転、やる気に満ちていることと思います。 

給食センターでは、成長期にあるみなさんの心と体の健康や発達のため、旬の食材を取

り入れ、栄養のバランスを考えて給食を作っています。今年度もおいしく楽しい給食をお

届けできるよう、愛情を込めて給食作りに取り組みます！一年間よろしくお願いします。 

 

１ 適切な栄養の摂取による健康の保持増進を図ること。 

２ 日常生活における食事について正しい理解を深め、健全な食生活を営む 

ことができる判断力を培い、及び望ましい食習慣を養うこと。 

３ 学校生活を豊かにし、明るい社交性及び協同の精神を養うこと。 

４ 食生活が自然の恩恵の上に成り立つものであることについての理解を深め、

生命及び自然を尊重する精神並びに環境の保全に寄与する態度を養うこと。 

５ 食生活が、食にかかわる人々の様々な活動に支えられていることについての

理解を深め、勤労を重んずる態度を養うこと。 

６ 我が国や各地域の優れた伝統的な食文化についての理解を深めること。 

７ 食料の生産、流通及び消費について、正しい理解に導くこと。 

＊城陽市のウェブサイトに「給食写真」「予定献立表」「給食センターだより」 

「加工食品の配合割合表」「給食のレシピ集」を掲載しています。 

右の QRコードよりアクセスできますので、ぜひご覧ください。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 所
しょ

長
ちょう

…薗田
そ の だ

 ◇ 課長
かちょう

補佐
ほ さ

…井
い

ノ上
の う え

  ◇ 主
しゅ

 任
にん

…澤畑
さわはた

 

◇ 事
じ

 務
む

…寺
てら

井
い

 ◇ 栄
えい

養
よう

士
し

（食
しょく

物
もつ

アレルギー担
たん

当
とう

）…橋
はし

本
もと

 

 

◇ 栄
えい

養
よう

教
きょう

諭
ゆ

（献
こん

立
だて

立
りつ

案
あん

や発
はっ

注
ちゅう

、食
しょく

に関
かん

する指
し

導
どう

を行
おこな

います） 

      …角
かど

林
ばやし

（城陽
じょうよう

中学校
ちゅうがっこう

所属
しょぞく

）、坂
さか

岡
おか

（富野
と の

小学校
しょうがっこう

所属
しょぞく

） 

    川上
かわかみ

（寺田南
てらだみなみ

小学校
しょうがっこう

所属
しょぞく

） 
  

★調
ちょう

理
り

及
およ

び配
はい

送
そう

業
ぎょう

務
む

は外
がい

部
ぶ

委
い

託
たく

しています。（一
いち

冨
ふ

士
じ

フードサービス株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

） 

◇ 調理員
ちょうりいん

…４６名
めい

   ◇ 配送
はいそう

… １３名
めい

  ◇ ボイラー担当
たんとう

…１名 

 
今
こん

年
ねん

度
ど

も、安心
あんしん

・安全
あんぜん

はもとより、子
こ

どもたちが楽
たの

しみにしてくれるような 

おいしい給食作
きゅうしょくづく

りに努
つと

めていきたいと思
おも

います。よろしくお願
ねが

いします。 

 

今年度
こんねんど

は、「カルシウムパワーで丈夫
じょうぶ

な骨
ほね

をつくろう！」をテーマに、１年
ねん

を通
とお

し

て、カルシウムが多
おお

く含
ふく

まれる食材
しょくざい

を積極的
せっきょくてき

に使用
し よ う

し、栄養
えいよう

バランスのとれた

献立
こんだて

を継続的
けいぞくてき

に提供
ていきょう

していきます。 

日本人
にほんじん

の食事
しょくじ

で不足
ふ そ く

しがちなミネラルのひとつにカルシウムがあげられます。カ

ルシウムは人体
じんたい

に含
ふく

まれるミネラルの中
なか

で最
もっと

も量
りょう

が多
おお

い成分
せいぶん

で、体内
たいない

におけるカ

ルシウムの９９％は骨
ほね

・歯
は

に含
ふく

まれ、残
のこ

り１％は血液
けつえき

などに存在
そんざい

します。骨
ほね

の形成
けいせい

に欠
か

かせない成分
せいぶん

であり、不足
ふ そ く

すると骨
こつ

軟化症
なんかしょう

や骨
こつ

粗
そ

しょう症
しょう

などのリスクが高
たか

まります。また、骨量
こつりょう

は 20歳
さい

頃
ごろ

までにピーク（最大
さいだい

骨量
こつりょう

）に達
たっ

しますので、成長期
せいちょうき

の児童
じ ど う

生徒
せ い と

にはとても重要
じゅうよう

な栄養素
えいようそ

です。 

カルシウムを多
おお

く含
ふく

む食品
しょくひん

を一度
い ち ど

にたくさん摂取
せっしゅ

しても、吸 収
きゅうしゅう

できるカルシ

ウム量
りょう

は限
かぎ

られています。カルシウムを効率
こうりつ

よく摂
と

るには、野菜
や さ い

、海
かい

藻類
そうるい

、魚介類
ぎょかいるい

、

牛 乳
ぎゅうにゅう

・乳製品
にゅうせいひん

、大豆
だ い ず

・大豆
だ い ず

製品
せいひん

など幅広
はばひろ

い食材
しょくざい

を摂取
せっしゅ

し、バランスよく食
た

べる

ことが大切
たいせつ

です。 

 

 地域
ちいき

でとれる旬
しゅん

の

食材
しょくざい

を中心
ちゅうしん

とし、な

るべく国産
こくさん

のものを

使用
しよう

しています。 

 行事食
ぎょうじしょく

や郷土
きょうど

料理
りょうり

、

世界
せかい

の料理
りょうり

など、バラエ

ティーに富
と

んだ献立
こんだて

作
づく

りを心
こころ

がけています。 

 文部
もんぶ

科学省
かがくしょう

が定
さだ

める

「学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

摂取
せっしゅ

基準
きじゅん

」に基
もと

づき、１日
にち

に

必要
ひつよう

な栄養
えいよう

の３分
ぶん

の１

程度
ていど

がとれるようにして

います。 

 野菜
やさい

や果物
くだもの

は流水
りゅうすい

で３回
かい

以上
いじょう

洗
あら

い、生
なま

で食
た

べる果物
くだもの

やミニ

トマトなどを除
のぞ

き、すべて加熱
かねつ

調理
ちょうり

しています。また、食材
しょくざい

を

汚染
おせん

しないよう、エプロンを使
つか

い

分
わ

けるなど、衛生
えいせい

管理
かんり

には細
さい

心
しん

の 

  注意
ちゅうい

を払
はら

っています。 

１学期
がっき

の 給 食
きゅうしょく

に登 場
とうじょう

するカルシウムが豊富
ほうふ

に含
ふく

まれる食材
しょくざい

 

ヨーグルト 

水
みず

菜
な

 
ちりめんじゃこ 

 

ごま ひじき 

油
あぶら

揚
あ

げ 

小松菜
こ ま つ な

 
ししゃも 

 

牛 乳
ぎゅうにゅう

 厚
あつ

揚
あ

げ 大豆
だ い ず

 

わかめ 

チーズ 

 
木綿
も め ん

豆腐
と う ふ

 

 


